
第１４回総合部会 主要意見

日時：H21.10.22（月）15:30 － 18:30

場所：県庁６階第２会議室

【全体の表現について】

○「子ども」「障がい者」「アメラジアン」などの語彙について、表現方法に

気をつけるべき。

○カタカナや方言（命どぅ宝など）は、読み仮名や、注釈をつけるなど、誰に

でも理解できるように丁寧に表記し、説明するべきだ。

【「２ 基本理念」について】

○「北極星」を「にぬふぁぶし（北極星）」という表記にした方がよい。

【「３ めざすべき将来像」について】

（「(4)世界に開かれた交流と共生の島」について）

○「国際外交における沖縄の役割」を「沖縄独自の国際戦略」というタイトル

に変えてはどうか。

【「４ 将来像の実現に向けた推進戦略」について】

（全体について）

○ビジョンの推進戦略は、今後のアクションに繋がる部分なので、陳腐なタイ

トルではなく、目を引くようにキャッチワードを工夫してほしい。

（「(3)「希望と活力にあふれる豊かな島」実現への推進戦略」について）

○特区についても記載するべきだ。

○基地返還のロードマップは、産業政策の道筋をたてながら策定するべき。

【「５ 克服すべき沖縄固有の課題」について】

（全体について）

○課題であるにもかかわらず、取組みについて記載している箇所があるので、

整理するべき。

→「５ 克服すべき沖縄固有の課題と対応方向」として、整理したい。



（「(1)大規模な基地返還とそれに伴う県土の再編」について）

○ P36「米軍基地のない沖縄をあるべき県土の姿としながら、引き続き基地の

整理・縮小を進める。」を追加した方がよい。

（「(4)地方分権と道州制の導入」について）

○ P46 の最終パラグラフの前に「道州制導入後、住民サービスの確保のため

財源を確保するための道筋をたてる」ことについても記載した方がよい。

○最終文章に、「こうした状況を踏まえながら、新時代にふさわしい分権型自

立モデルの実現を基本方向に、新しい国の形を先導する沖縄単独州のあり方

を積極的検討する。」と追加した方がよい。

○通商分野、海洋・国境管理権、排他的水域の独占管理権など、新しい沖縄州

に必要と思われる権限について、記載してもいいのではないか。


